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1. 色 de チェックとは？ 

1.1. できること 

色 deチェックは Wordで動く翻訳の品質管理ツールです。 

目的に合わせて様々な使い方ができます。 
 

「色 deチェック」は、色を用いて翻訳をチェックするユーザーに優しいプログラムです。「色 deチェック」はマイクロソフト

Word™アドインであり、主にWord形式、テキスト形式、PowerPoint形式の書類のチェックをします。また、後の翻訳で利用

するために、翻訳資産の構築にもご利用いただけます。 
 

簡単に導入 

「色 deチェック」はWordで簡単に使うことができるため、コンピュータ支援の翻訳(CAT)経験が少ない翻訳者にも安心して

ご利用いただけます。 
 

疲労軽減 

「色 deチェック」が面倒な仕事をあなたの代わりにこなすため、パソコンの画面とにらめっことおさらばできます。目の疲労

やストレスを軽減できるのです！ 
 

翻訳メモリの品質管理に最適 

「色 deチェック」はあらゆる翻訳手法で作られた翻訳文に用いることができます。「色 deチェック」を使えば、原文と訳文を

比較するために Wordで対訳表を簡単に作成できます。この対訳表をチェックに用いたり、翻訳メモリや翻訳資産（翻訳デ

ータベース）に用いたりできます。 
 

すでに対訳形式になっている Trados Review DOCX ファイル、Memsource Bilingual ファイル、Excel ファイルや CSV フ

ァイルのチェックもできます。 
 

よって、翻訳チェックだけでなく、翻訳メモリの品質管理にも活用できます。 
 

整合（アラインメント）機能を使えば、文章単位で原文と訳文を対応させます。 
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1.2 開発の背景 

「色 deチェック」は、翻訳者兼プログラマーであり、マイクロソフトの Most Valuable Professional (MVP) for Word受賞者

である新田順也により開発されています。2009年にWordマクロのユーザーコミュニティでの要望を元に開発をした簡易チ

ェックツール（フリーウェア）が元になっています。当時からユーザーの声を元に開発を進めてきました。2011年以降は、数

多くの日本の翻訳会社や特許事務所との共同体制で開発をしています。このソフトには、チェック工程をスピードアップし、

翻訳の品質を高める、コストを削減するための便利な機能が詰まっています。 
 

日英特許翻訳用からのスタート 

開発着手時は日英特許翻訳者の要望に応えて開発をしましたが、後に英日翻訳でも使える仕様に変更しました。 

段落単位での訳抜けを確認することや、参照符号をチェックすることを主な目的としていました。 

シンプルな機能からのスタートです。 
 

用語集でのチェック機能の追加 

特許事務所のお客様から、用語集のチェック機能の追加のご要望をいただきました。数千～数万語の用語集でも対応し

ますが、実務上では数百の重要単語のチェックにご利用いただいたほうがよいと思います。 

現在では、Wordファイル、Excelファイル、テキストファイルの用語集に対応しています。 
 

原文⇔訳文のチェック機能の追加 

英数字記号のチェックはもともと「原文⇒訳文」もしくは「原文⇐訳文」の一方向だけでした。 

あるユーザーの方から、「双方向のチェックを同時に行いたい」というご要望をいただき、こちらもすぐに採用しました。 
 

チェック項目の拡充 

ユーザーが増えるに従い特許翻訳以外でも使えるようチェック項目も徐々に増やしていきました。 
 

たとえば、日英の法務翻訳者の要望により、和暦と西暦のチェックを行えるようにしました。また法務翻訳では頻出する丸

数字（①、②、③、、、）にも対応するようになりました。 
 

現在では、国内外の大手翻訳会社、特許事務所でも導入いただき、日々のフィードバックを開発に生かしています。 
 

様々なファイル形式に対応 

多言語マニュアルでの用語チェックや英数字記号の比較にも活用いただいております。 
 

この場合、翻訳メモリーソフト「Trados」で翻訳データ管理を行っているケースが多いため、Tradosが生成する

Review.docx ファイルをチェック対象に追加しました。また、Memsourceの Billingual.docx ファイルでのチェックも可能に

しました。 
 

さらに、翻訳ソフト「The翻訳」を導入する特許事務所のユーザー様から、The翻訳が生成する CSVファイルをチェックした

いとのご要望があり、CSVファイルからWordの対訳表を作成する機能を追加しました。Excelの翻訳チェックをしたいという

IT翻訳会社のご要望により、Excelの対訳ファイルから Wordの対訳表を作成する機能も追加しました。 
 

今後も開発は続く 

ユーザーの方々の声を元に開発を進めています。今後の性能アップにご期待ください。 
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1.3 全員のノウハウを誰でも使えるように！ 

ユーザー定義ファイルを共有する 

お客様から指摘された項目を次回からは確実にチェックします。 

ユーザー定義ファイルを共有サーバーに保存することで、チーム内のノウハウを共有しチェック品質を高めます。 
 

ユーザーの声をソフトに反映 

ユーザーの皆様（大手翻訳会社や特許事務所、個人翻訳者）のニーズに基づいて開発しています。高い頻度で更新して

います。 
 

多言語対応 

中国語、韓国語など、Wordが表示できる言語であればご利用いただけます。 

分野別のノウハウだけではなく、言語ごとのノウハウも共有可能。 
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2. 使い方概要 

色 deチェックは Wordでご利用いただくソフトウェアです。 
 

2.1 インストール・登録 

ご利用いただく前に、簡単な 2 ステップにて登録いただく必要があります。 

色 deチェックの Wordテンプレートファイルを Wordのスタートアップフォルダに保存します。 

インストールの準備 

体験版をこちらのサイト（http://goo.gl/Cs7Ztf）からダウンロードしてください。 

ZIPフォルダをダブルクリックし、以下のファイルがあることを確認してください。 
 

色 deチェック（個人版） 

 
 

色 deチェック（法人版） 

 
 

マクロテンプレートファイルを、Word のスタートアップフォルダに保存することで、このアドインのインストールが完了します。

「色 deチェック」のテンプレートファイル名は以下の通りです。 
 

区分 ファイル名 

個人版 mwm_irode_check.dot 

法人版 mwm_taiyaki_align.dot 

 

以下、法人版で説明しますが、個人版の場合はテンプレートファイル名を読み替えてください。 
 
 

  

http://goo.gl/Cs7Ztf
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インストールの 5 ステップ 

①Word を終了します。 

 

②同梱の「スタートアップフォルダを開く.vbs」をダブルクリックします。 

 または、  

 
 

③スタートアップフォルダが開きます。 

なお、パソコンの性能によっては、スタートアップフォルダが開くまでにしばらく時間がかかることがありますので、ご注意く

ださい。 
 

 
 

④このスタートアップフォルダに、マクロテンプレートを保存します。 

 

通常は何も入っていません。 

「右クリックで Google！」や「Trados」な

どソフトウェアをご利用の場合には、ファ

イルが入っていることがあります。 



色 deチェック ユーザーマニュアル （第 2 章） 

 

  8 / 86 

 

⑤Word 起動後してインストールを確認します。 

ツールバー（または、[アドイン] タブ）に、以下のボタンが表示されれば、インストール成功です。 
 

 
 

又は、以下のようになっているかもしれません。いずれの場合でもインストールは成功です。 
 

 
 

 

インストールできない場合 

もし、上記のボタンが表示されていない場合には、以下の手順で表示させます。 
 

キーボードで、以下の３つのキーを一つずつ押します。同時に押さないでください。 
 

[Alt]、[T]、[I] 
 

すると、「テンプレートとアドイン」ダイアログボックスが表示されます。「アドインとして使用できるテンプレート」欄にて、「色

deチェック」のテンプレートである「mwm_taiyaki_align.dot」のチェックボックスをオンにします。 
 

※：アドインを他にも利用されている方は、「アドインとして使用できるテンプレート」欄にいくつかのアドインが表示されてい

ます。 

 
 

次回以降、Word を起動すると、自動的に「色 deチェック」のアドインがオンになります。 

上記の操作を動画で説明しました。 

http://goo.gl/p0L3TI 

  

http://goo.gl/p0L3TI
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登録方法（体験版パスワードの入手方法） 

インストール後、いずれかのボタンをクリックすると、以下のダイアログボックスが表示されます。 

 

 

[体験版のパスワードを取得] ボタンをクリックすると、インターネットのサイトにアクセスします。 

 

 

この画面で登録いただいたメールアドレスにパスワードを案内いたします。入力欄に入れてご利用ください。 

 

会社のパソコンの設定によっては、特定のアプリケーションからの外部サイトへの自動アクセスが禁じられて

いる可能性があります。その場合には、以下のリンクをクリックしてアクセスしてください。 
 

体験版パスワード申請フォーム 

 

 

登録方法（正規版パスワードの入手方法） 

試用期間が過ぎると、以下のメッセージが表示されます。 

 

［OK］ボタンをクリックすると以下のダイアログボックスが表示されます。 

http://ws.formzu.net/fgen/S83163533/
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インターネットに接続された状態で［パスワードの取得］ボタンをクリックすると、正規登録用のサイトが開きます。 

 

 
（サイトの表示は上記と異なることがございますが、ご了承ください） 
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こちらのサイトからお申し込み手続をしてください。ご入金後、パスワードをご案内いたしますので、先ほど開いたダイアログ

ボックスのパスワード入力欄に入力して［登録］ボタンをクリックしてください。 

 

 

2.2 アンインストール方法 

インストール方法と同様の手順にて「色 deチェック」をアンインストールできます。 

アンインストールの 4ステップ 

①Word を終了します。 

 

②インストール時に使用した「スタートアップフォルダを開く.vbs」をダブルクリックします。 

 または、  

 

③スタートアップフォルダが開きます。 

パソコンの性能によっては、スタートアップフォルダが開くまでにしばらく時間がかかることがあります。 

 
 

インストールしたアドインのテンプレート

ファイルが表示されます。 
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④このスタートアップフォルダにある「mwm_taiyaki_align.dot」を削除します。 

個人版をご利用の方は、「mwm_taiyaki_align.dot」を削除してください。 
 

 
 
 

アンインストールできない場合 

ファイルを削除しようとしたときに以下のメッセージが表示され、ファイルを削除できないことがあります。 
 

 
 
 

この場合、まず、Wordを起動させます。 
 

そして、キーボードで、以下の３つのキーを一つずつ押します。同時に押さないでください。 
 

[Alt]、[T]、[I] 
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すると、「テンプレートとアドイン」ダイアログボックスが表示されます。「アドインとして使用できるテンプレート」欄にて、「色

deチェック」のテンプレートである「mwm_taiyaki_align.dot」のチェックボックスをオフにします。 
 

 
 

この状態で、スタートアップフォルダ内のテンプレートファイル（mwm_taiyaki_align.dot）を削除してください。 

今度は、ファイルを削除できると思います。 
 

2.3 アップデート方法 

「色deチェック」は常に改良をしています。新しい機能を追加した場合や不具合を修正した場合に連絡しますので、アップデ

ートをしてください。 

 

アップデートをするために、以下の手順で「古いテンプレートファイル」を「新しいテンプレートファイル」に差し替えます。 

 

1．古いテンプレートファイルの削除 

2.2 アンインストール方法で説明した方法で、現在インストールされているテンプレートファイル（mwm_taiyaki_align.dot）

をスタートアップフォルダから削除します。 

 

2．新しいテンプレートファイルの保存 

スタートアップフォルダに、新しいテンプレートファイル（mwm_taiyaki_align.dot）を保存します。 

Wordを立ち上げて、インストールされているか確認してください。 
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2.4 対訳表の作成の基礎 

 

[対訳表] ボタンをクリックすると、以下のダイアログボックスが表示されます。 

 

 
 

原文ファイルと、訳文ファイルを選択してから [表の作成] ボタンをクリックして対訳表を生成します。 
 

ステップ１ 

[参照(W)...] ボタンをクリックして、原文ファイルを選択します。 

[参照(S)...] ボタンをクリックして、訳文ファイルを選択します。 
 

選択可能なファイルの種類 
 

ファイルの種類 拡張子 

Wordファイル .doc, .docx 

テキストファイル .txt 

PowerPoint ファイル .ppt, pptx 

 

※原文ファイルと訳文ファイルは同じファイルの種類にしてください。 

原文ファイルと訳文ファイルが同じものでもかまいません。 

または、原文ファイル、訳文ファイルのうち 1つを選択しなくても対訳表を作成できます。 

 

ステップ２ 

「色 deチェック」では、2種類の文書を読み込むことができます。特許文書と一般文書です。 
 

名称 対訳表作成のルール 

特許文書 段落数や請求項の数にあわせて対訳表を作成します。 

正確に対訳表を作成するためには、原文と訳文の段落番号が一

致している必要があります。 

一般文書 

（特許文書以外） 

原文と訳文の段落ごとに抽出して対訳表を作成します。 
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以下のラジオボタンで種類を選択します。 
 

 
 

ステップ３ 

[表の作成] ボタンをクリックすると自動的にファイルを読み込み、対訳表を作成します。 
 

（１）特許文書の場合 

 

 
 

「読み込む文書の種類の設定」にて「特許」を選択した場合、原文ファイルと訳文ファイルの段落数や請求項の数を分析し、

以下のように表示します。 
 

 
 

[はい] ボタンをクリックすると、対訳表を作成します。[いいえ] ボタンをクリックすると、もとの [対訳表] のダイアログボック
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スに戻ります。 
 

以下のように対訳表が作成されました。 

特許明細書の場合、段落や請求項に抜けがある場合には、その段落や請求項が空欄になります。 
 

 
 

段落番号の【０００１】から順番に段落ごとに対訳を表示します。 
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（２）一般文書の場合 

一般を選択して、［表の作成］ボタンをクリックします。 
 

 
 

対訳表作成前に、原文と訳文の段落数を比較します。 
 

 
 

［はい］をクリックして原文と訳文の段落単位で表を作成します。 
 

 
 

原文ファイル、訳文ファイルの文字書式、段落書式が反映されます。 
 

特許文書と一般文書では対訳表の作成ルールが異なりますので、ご注意ください。詳細については、「3．対

訳表の作成」の「3.3 一般文書の場合」をご覧ください。 
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2.5 チェックを開始 

3 ステップでチェックできます。 
 

チェックする対訳表を開いた状態で、アドインタブまたはツールバーの[チェック] ボタンをクリックすると、以下のダイアログ

ボックスが表示されます。 

 
 

ステップ１ チェック項目の選択 

チェックには、3種類あります。 
 

区分 内容 

英数字記号の比較 英数字記号の有無を比較します。 

原文→訳文、訳文→原文、双方向の 3種類が選べます。 

デフォルトでは、双方向のチェックになっています。 

用語集での比較 用語集（テキストファイル、Wordファイル、Excelファイル）を用いて、原

文の用語と訳文の用語のチェックをします。 

原文→訳文、訳文→原文、双方向の 3種類が選べます。 

デフォルトでは、原文→訳文のチェックになっています。 

キーワードのマーキング キーワード集（テキストファイル）に記載されているキーワードをチェック

します。 

 

チェックする項目にチェックマークを入れます。 
 

高速チェック 

 
 

Ver. 2.2 からは、高速チェックのオプションが追加されました。数字のみのチェックを短時間で実行します。  
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右上のボタンをクリックすると、詳細設定画面が表示されます。 

この画面で、チェックの方向を指定できます。 
 

 
 

右上のボタンを再度クリックすると、簡易設定画面に戻ります。通常は、原文と訳文の言語や対象ファイルの種類は自動で選

択されますので設定は不要です。ですから、以下の簡易設定画面でチェックできます。 
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ステップ２ [開始] ボタンをクリック 

[開始] ボタンをクリックして、チェックを実行します。 
 

 
 

以下のようにプログレスバーに進捗状況が表示されます。 
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ステップ３ チェック内容の確認 

チェックが終了しました。 
 

 
 

上記例では、チェック時の設定で[別ファイルでチェック] がオンになっているため、新しいファイルにチェック結果を表示

します。「原文→訳文」のチェックと「訳文→原文」のチェックを同時に行いました。 
 

【００３８】 

レンズ部１１には、それを構成する絞りの調整

やフォーカスレンズの移動を行うためのアクチ

ュエータ２０が機械的に接続されている。そし

て、該アクチュエータ２０は、その駆動制御を

行うためのモータドライバ２１に接続されてい

る。 

[0038] 

An actuator 20 for performing adjustment of the 

aperture constituting the lens unit 11 and 

movement of the focus lens constituting the lens 

unit 11 is mechanically connected to the lens unit 

11. Also, the actuator 20 is connected to a motor 

driver 21 for performing drive control of the 

actuator 20. 

【００３９】 

さらに、この撮像装置には、全体の制御を司る

ＣＰＵ(Central Processing Unit)２３が配設さ

れており、該ＣＰＵ２３は、モータドライバ２

１、タイミングジェネレータ(TG; Timing 

Generator)２２、操作部２４、ＥＥＰＲＯＭ

(Electrically Erasable Programmable ROM)２

５、プログラムＲＯＭ(Read Only Memory)２６、

ＲＡＭ(Random Access Memory)２７、タッチパ

ネル１６と接続されている。尚、ＣＰＵ２３が

プログラムＲＯＭ２６に格納された制御プログ

ラムを読み出し、実行することで、制御手段、

特に操作説明画面表示手段、表示切替手段、主

制御手段等として機能する。 

[0039] 

Furthermore, this imaging apparatus is provided 

with a CPU (Central Processing Unit) 23 that 

controls the entire apparatus, and the CPU 23 is 

connected to the motor driver 21, a timing 

generator (TG) 22, an operation unit 24, an 

EEPROM (Electrically Erasable Programmable 

ROM) 25, a program ROM (Read Only Memory) 

26, a RAM (Random Access Memory) 27, and a 

touch panel 16. Additionally, the CPU 23 functions 

as control means, particularly as the operation 

manual screen display means, the display 

changing means, the main control means, and the 

like by reading and executing a control program 

stored in the program ROM 26. 

 

デフォルトでは、以下のようなルールにて着色します。 
 

色 内容 

水色 訳文に書かれている英数字記号が原文に書かれている場合に着色します。 

黄色 原文にのみ書かれている英数字記号を示します。 

 

蛍光ペンの色はオプションのダイアログボックスにて変更できます。 

 

次ページで、もう少しわかりやすく紹介します。 
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【原文（日本語）→訳文（英語）】 

和文中の英数字が訳文の英文中に対応する場合、対応する英数字がマーキングされています。 

対応する相手をマーキングしています。原文中に 

【００３８】 

レンズ部１１には、それを構成する絞りの調整やフォ

ーカスレンズの移動を行うためのアクチュエータ２０

が機械的に接続されている。そして、該アクチュエー

タ２０は、その駆動制御を行うためのモータドライバ

２１に接続されている。 

[0038] 

An actuator 20 for performing adjustment of the 

aperture constituting the lens unit 11 and 

movement of the focus lens constituting the lens 

unit 11 is mechanically connected to the lens unit 

11. Also, the actuator 20 is connected to a motor 

driver 21 for performing drive control of the 

actuator 20. 

【００３９】 

さらに、この撮像装置には、全体の制御を司るＣＰＵ

(Central Processing Unit)２３が配設されており、該

ＣＰＵ２３は、モータドライバ２１、タイミングジェ

ネレータ(TG; Timing Generator)２２、操作部２４、

ＥＥＰＲＯＭ(Electrically Erasable Programmable 

ROM)２５、プログラムＲＯＭ(Read Only Memory)２６、

ＲＡＭ(Random Access Memory)２７、タッチパネル１

６と接続されている。尚、ＣＰＵ２３がプログラムＲ

ＯＭ２６に格納された制御プログラムを読み出し、実

行することで、制御手段、特に操作説明画面表示手段、

表示切替手段、主制御手段等として機能する。 

[0039] 

Furthermore, this imaging apparatus is provided 

with a CPU (Central Processing Unit) 23 that 

controls the entire apparatus, and the CPU 23 is 

connected to the motor driver 21, a timing generator 

(TG) 22, an operation unit 24, an EEPROM 

(Electrically Erasable Programmable ROM) 25, a 

program ROM (Read Only Memory) 26, a RAM 

(Random Access Memory) 27, and a touch panel 16. 

Additionally, the CPU 23 functions as control 

means, particularly as the operation manual screen 

display means, the display changing means, the 

main control means, and the like by reading and 

executing a control program stored in the program 

ROM 26. 

 

【訳文（英語）→原文（日本語）】 

訳文中で赤丸内の黄色で着色された数字には、対応する数字が原文にはありません。たとえば、訳文には 11が 3回出現し

ますが、原文には 1回しか記載されていません。そのため、原文の最初の 11が水色で着色され、対応する相手が見つから

なかった 2つの 11が黄色で着色されています。 

【００３８】 

レンズ部１１には、それを構成する絞りの調整やフォ

ーカスレンズの移動を行うためのアクチュエータ２０

が機械的に接続されている。そして、該アクチュエー

タ２０は、その駆動制御を行うためのモータドライバ

２１に接続されている。 

[0038] 

An actuator 20 for performing adjustment of the 

aperture constituting the lens unit 11 and 

movement of the focus lens constituting the lens 

unit 11 is mechanically connected to the lens unit 

11. Also, the actuator 20 is connected to a motor 

driver 21 for performing drive control of the 

actuator 20. 

【００３９】 

さらに、この撮像装置には、全体の制御を司るＣＰＵ

(Central Processing Unit)２３が配設されており、該

ＣＰＵ２３は、モータドライバ２１、タイミングジェ

ネレータ(TG; Timing Generator)２２、操作部２４、

ＥＥＰＲＯＭ(Electrically Erasable Programmable 

ROM)２５、プログラムＲＯＭ(Read Only Memory)２６、

ＲＡＭ(Random Access Memory)２７、タッチパネル１

６と接続されている。尚、ＣＰＵ２３がプログラムＲ

ＯＭ２６に格納された制御プログラムを読み出し、実

行することで、制御手段、特に操作説明画面表示手段、

表示切替手段、主制御手段等として機能する。 

[0039] 

Furthermore, this imaging apparatus is provided 

with a CPU (Central Processing Unit) 23 that 

controls the entire apparatus, and the CPU 23 is 

connected to the motor driver 21, a timing generator 

(TG) 22, an operation unit 24, an EEPROM 

(Electrically Erasable Programmable ROM) 25, a 

program ROM (Read Only Memory) 26, a RAM 

(Random Access Memory) 27, and a touch panel 16. 

Additionally, the CPU 23 functions as control 

means, particularly as the operation manual screen 

display means, the display changing means, the 

main control means, and the like by reading and 

executing a control program stored in the program 

ROM 26. 
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2.6 データの資産化 

ステップ１ 自動で整合します 

対訳表を表示した状態でアドインタブまたはツールバーの[整合] ボタンをクリックすると、以下のダイアログボックスが表示

されます。 
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[開始] ボタンをクリックすると、段落ごとに区切られた対訳表のセルが、文章ごとのセルに区切られます。 
 

特開２００９－１０７７４ TECHNICAL FIELD 

【発明の詳細な説明】【技術分野】  

【０００１】 [0001] 

本発明は、例えばデジタルスチルカメラやデジ

タルビデオカメラ等に適用可能な画像表示装

置等に係り、特に撮像画像の再生時の操作性

を向上する画像表示装置、撮像装置、画像表

示方法、プログラムに関する。 

The present invention relates to image display 
apparatuses and the like that can be applied to 
digital still cameras, digital video cameras, and the 
like, particularly to an image display apparatus, an 
imaging apparatus, an image display method, and a 
program that enhance operability of reproducing a 
captured image. 

【背景技術】 BACKGROUND ART 

【０００２】 [0002] 

従来、デジタルスチルカメラやデジタルビデオ

カメラ等の撮像装置は、ＬＣＤ(Liquid Crystal 

Display)等の液晶パネルを備えている。 

Hitherto, imaging apparatuses such as digital still 
cameras and digital video cameras include a liquid 
crystal panel such as an LCD (Liquid Crystal Display). 

従って、ユーザは、該液晶パネルに表示され

た撮像画像（スルー画像）を確認することで、

所望とする構図での撮影をすることができるこ

とになる。 

Therefore, a user can perform shooting with a 
desired composition by viewing a captured image 
(through image) displayed on the liquid crystal 
panel. 

さらに、該液晶パネルでは、撮像画像のみなら

ず、各種設定に係る所定のアイコンをも表示

可能となっている。 

Furthermore, on the liquid crystal panel, 
predetermined icons related to various settings can 
also be displayed in addition to a captured image. 

【０００３】 [0003] 

 さらに、今日では、タッチパネル等の操作入

力手段を備えた撮像装置も存在する。 

Furthermore, there exist today imaging apparatuses 
including operation input means such as a touch 
panel. 

 
 

Ver. 2.2 から、表内に入れ子の表がある場合でも、整合が実行できるようになりました。 
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3. 対訳表の作成 

3.1 基本ルール 

オプション設定（通常は設定変更は不要） 

色 deチェックのダイアログボックスの[オプション] ボタンをクリックすると、以下のダイアログボックスが表示されます。表の

形式や表のサイズを設定できます。 
 

また、変更履歴がある場合、正確に段落番号や請求項を判定できないことがあります。よって、変更履歴は反映した状態

で情報を取り込みます。デフォルトでは「変更履歴を反映」がオンになっていいます。 
 

3.2 特許文書の場合 

原文と訳文とで記載順序が異なる場合や抜けがある場合 

特許文書で対訳表を作成する場合には、段落番号ごとに対比させます。原文や訳文にて一部の段落番号の順序が入れ

替わっていても、昇順で書き直します。また、対応する段落がない場合には空欄になります。 
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段落番号や請求項に重複がある場合 

重複がある場合、正確な対訳表を作成できないため、重複がある項目を探して修正します。 

 
 

また、【００００】や[0000]を実施例に記載している場合、この段落は前の段落に取り込まれます。内容を調整する場合に意

図的に用います。 
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原文と訳文で記載順序が違う場合 

特許翻訳において、パリルートでの出願の場合、原文と訳文とで記載する順序が異なることがあります。または、一部を削

除して書換えている場合もあるでしょう。見出しの数も変わります。 
 

このような場合でも、段落番号が対応していれば、正確に対訳表を作成できます。 
 

色 deチェックでは、段落番号（【０００１】、[0001]など）に基づいて対訳表を作成します。よって、段落を削除したり移動した

りしても、段落番号によって対応がとれていれば、対訳表に抜き出すことができます。 
 

和文英訳の例を紹介します。以下のような和文明細書（原文）があります。 

 
 

英文明細書の書式にあわせて不要個所を削除し、記載順序を入れ替えた結果、訳文は以下のようになりました。 
 

この英文明細書では、[0002]段落が削除されています。また、[0005]が[0001]の直後に記載されています。 

順序を入れ替えましたが、段落番号は原文にあわせています（昇順の連続の番号になっていません）。 
 

 
 

 

上記二つの明細書から作成した対訳表は、以下の通りです。 

段落番号は昇順に並び替えられます。 
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このように、特許文書から対訳表を作る場合、段落番号は非常に重要な意味を持ちます。 
 

段落番号の自動付与の機能一覧 

段落番号を正確につけるための機能を紹介します。特許明細書の対訳表を作るためには、原文と訳文に対応する段落番

号（特許明細書で意味する段落番号の見出しです。【０００１】など）が記載されている必要があります。 
 

また、特許明細書以外の文書でも、原文と訳文の段落番号が一致していれば、正確な対訳表を作成できます。 
 

以下のツールを使って、この段落番号を自動で入力してみましょう。アドインタブ（又はツールバー）の[ツール] ボタンをク

リックして、以下のダイアログを表示します。[段落番号] タブを開いてください。 
 

 
 

以下の説明において、対象となる段落番号の形式は以下の通りです。 
 

区分 段落番号の形式 

日本語の明細書 【０００１】 

英語の明細書 [0001] 

一般文書 [0001] 
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[一括入力] ボタン 

日本語・英語ともに特許明細書の場合には特定のルールで、明細書全体に自動で段落番号を付与します。クレーム部分

には段落番号を付与しません。 

一般文書の場合には、すべての段落に段落番号を挿入します。 

 

[個別入力] ボタン 

カーソル位置に段落番号を入力します。 

 

[連番] ボタン 

昇順になっていない段落番号や連続していない段落番号を、連続番号に修正します。 

 

[検索] ボタン 

カーソル位置の次に記載されている段落番号を検索します。 

 

[削除して検索] ボタン 

現在選択されている段落番号を削除して、次の段落番号を検索します。 

 

[一括削除] ボタン 

段落番号を一括で削除します。 

 

[[001]や[00101]などを正常表記に変換] ボタン 

海外からの英文明細書にありがちな 3桁や 5桁の段落番号を 4桁の段落番号に変換して連番処理をします。 
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段落番号の一括挿入例 

[一括挿入] ボタンをクリックすると、日本語または英語の段落番号が自動的に挿入されます。 

クレーム部分には段落番号が挿入されません。 

図や表が入っている場合には、図や表の下に段落番号を入力します。 

 

以下の 3 ステップで自動挿入します。 

 

１．ファイルを開いてください 

対象となるファイルを開きます。以下はタイトルが記載されていませんが、一般的な特許明細書です。公開されているものを

ベースにしてサンプルとして作成しました。 

 

 

２．ツールダイアログボックスを開きます 

アドインタブ（又はツールバー）の [ツール] ボタンをクリックして、以下のダイアログを表示します。 

[特許段落番号] タブを開いてください。 
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３．[一括入力] ボタンをクリックします 

[一括入力] ボタンをクリックすると、現在表示されている文書に段落番号を入力します。 

今回は、英文明細書なので、二段目の [一括入力] ボタンをクリックします。 

 

 

 

実行中は、ステータスバーに進捗状況を表示します。 

 

 

入力された段落番号は、ダイアログボックスの左下で選択されている蛍光ペンの色で着色されます。 
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実行が終わると、段落数を表示します。 
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3.3 一般文書の場合 

一般文書から対訳表を作成する場合には、段落ごとに文字列を対応づけます。段落書式、文字書式が反映されます。 
 

［対訳表］ダイアログの［オプション］ボタンをクリックすると以下のダイアログが表示されます。 

このダイアログの設定を適切に行えば、精度の高い対訳表を作成できます。 
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見出しを基準に対訳表を作成 

一般文書では原文と訳文の段落数が異なることがよくあります。このような場合、見出しスタイルを基準にして対訳表を作

成すれば、より正確な対応関係が得られます。 
 

デフォルトでは、［段落］が選択されていますが、［見出し（見出し 1～3）と段落］を選択してください。原文と訳文のスタイル

が一致している場合、正確な対訳表の作成ができます。 
 

 
 

 
 

上記のように、原文と訳文とで段落数が異なっている場合でも、原文と訳文に見出しスタイルが設定されていれば、ずれを

吸収して正確な対訳表を作成できます。 

  

見出し１ 

見出し１ 

見出し１ 



色 deチェック ユーザーマニュアル （第 3 章） 

 

  35 / 86 

 

以下の赤枠のように、翻訳をしたときに画像中の用語訳語を本文中に追記する場合があります（以下の英訳文は機械翻

訳です）。このような場合、段落数にずれが出てしまいますが、原文と訳文で同じ箇所に見出しスタイルを設定した段落を

入れておけば対訳表の作成がスムーズに行えます。 
 

 
 

見出しスタイルの入力例 
 

以下のように、赤矢印部分に「第 1段落」、「第 2段落」と文章に入力し、ここの段落スタイルを「見出し 1」に設定します。 

訳文にも同じように対象箇所に入力します。 
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Word ファイルの表を解除して取り込む 

複雑な表内の数字を比較する場合、原文と訳文とで何を比較しているのか一目で把握できません。 

このような場合、あらかじめ表を解除した状態で対訳表を作成します。 
 

 
 

  
 

表を解除して文字列にして対訳表を作ると、原文と訳文の対応するセル同士が横に並びます。 

この状態でチェックをすれば、実際には一致していなかった部分が表面化します。 
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Word ファイルのテキストボックスやオートシェイプの図・文字列を取り込む 

原文や訳文にテキストボックスやオートシェイプがあり、その中に記載された文字列も対訳表に取り込めます。文字列は、

テキストボックスやオートシェイプのアンカー部分に挿入されますので、文字の入力箇所の調整は、編集記号を表示させ

て「アンカー」の位置をずらして調整してください。 

 

デフォルトでは、［アンカー部分に入力］が設定されています。テキストボックスやオートシェイプの文字列を無視する場合

には、［削除］を選択してください。 
 

 
 

PowerPoint から対訳表を作成 

原文と訳文ともに PowerPoint ファイルを選択します。 
 

［対訳表］ダイアログの［オプション］ボタンをクリックすると以下のダイアログが表示されます。 

赤枠で囲んだ部分で、対訳表の作成ルールを設定します。 
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PowerPoint ファイルでは、一般的に、見栄えを整えるために不必要に改行をすることがあります。その結果、文章の途中

で改行されてしまうため、段落単位で対訳表を作成すると原文と訳文とで正確な対応関係をとれないことがあります。 
 

このような場合、［テキストボックスごと］に対訳表を作成すれば、対応関係を維持したまま対訳表を作成できます。 
 

また、［PowerPoint の文字書式を保持する］をオンにすると、文字色などの書式を保持したデータで対訳表を作成できる

ため、対訳の対応関係を目視で確認しやすくなります。 

 

段落番号の挿入 

一般文書に段落番号を入力し、原文と訳文とを対応づけることができます。 
 

一般的な技術文書や法務文書など、段落番号が入力されていない文書に対して、段落番号（[0001]の形式）を挿入しま

す。全ての段落に対して一律に段落番号を入力できます。 
 

ツールバーの［ツール］ボタンをクリックして以下のダイアログボックスを表示します。［段落番号］タブの一般文書の段落番

号のグループのボタンを用います。 
 

 
 

［一括入力］ボタンをクリックすると、現在選択されている蛍光ペンの色で段落番号を挿入します。 

（左側が原文ファイル、右側が訳文ファイル） 
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【翻訳者向けのヒント】 

翻訳者の場合、翻訳前に原文に段落番号を挿入します。翻訳中に原文と訳文で段落の数（改行記号の数）がずれ

たとしても、段落番号に基づいて対訳表を作成できますから、チェックが簡単になります。納品前に訳文中の段

落番号を削除します。 

 

【翻訳会社向けのヒント】 

原文が Word ファイルの場合には、あらかじめ段落番号を挿入して翻訳者に渡します。納品された訳文には段落番

号が記載されていますから、対訳表を段落番号に基づき正確に作成してチェックができます。 

 

原文と訳文のファイルから対訳表を作成した時に原文と訳文のずれが大きい場合、一度段落番号を付与した後に、どの

部分でずれが生じているのかを確認します。 
 

段落番号を原文と訳文で合わせた後に対訳表を作成します。この場合、［特許文書］として対訳表を作成します。以下の

ように［特許］ボタンをオンにして実行してください。 
 

 
 
 

3.4 Excel ファイルや CSV ファイルを読み込む 

たとえば、翻訳支援ソフトの「The翻訳」、「Med-Transer」、「Pat-Transer]は、原文と訳文をペアにして CSVファイルに保存

できます。 
 

［対訳表］ダイアログの［対訳ファイルから作成］タブにあるボタンをクリックしてファイルを選択してください。 

2列の対訳表であれば、以下のボタンからインポートして Wordの対訳表を作成できます。 
 

 
 

原文と訳文をタブ区切りにしたテキストファイルからも対訳表を作成できます。 
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3.5 その他の設定 

対訳表のファイルサイズの変更 

［対訳表］ダイアログボックスの［オプション］ボタンをクリックすると以下のダイアログが表示されます。 

A3横の用紙サイズに変更できます。また、2列の表ではなく、1列の表（原文、訳文、原文、訳文、、の順序）も作成できます。 

 

 

 

ファイルが開かれている場合の作成ルール 

対訳表を作成時に、原文ファイル又は訳文ファイルが Word上で開かれている場合、開かれているファイルの内容を取り込

みます。つまり、Word上で修正途中の場合、ファイルを保存していなくても修正途中の内容が対訳表に反映されます。 
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4. チェック 

色 deチェックでは、3種類のチェック方法をご利用いただけます。 

それぞれのチェック方法の違いや使い方を本章で説明します。 
 

4.1 種類別のチェックの目的 

アドインタブ（又はツールバー）の [チェック] ボタンをクリックして、以下のダイアログを表示します。 

以下のように 3種類のチェックを実行できます。 
 

  
 

4.1.1 チェックの用途 

3つのチェック方法のチェック内容とその目的をまとめました。 
 

区分 チェック内容 目的・用途 

英数字記号の比較 指定した英数字記号をチェックします。 

1対 1の対応を確認します。 

誤訳や訳もれの確認 

用語集での比較 Word、Excel、テキストファイルの用語集に基づ

き、原文中の用語に対して訳文中に対応する

訳語があるのかをチェックします。 

1対 1の対応は確認しません。 

誤訳や訳もれの確認 

キーワードのマーキング テキストファイルに記載したキーワードを、検索

条件に基づいて検索し蛍光ペンで着色します。 

NG ワード、誤記、文法ミスの確認 
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4.1.2 チェック対象のファイル 

Tradosや Memsourceから生成される Wordの対訳表のチェックに色 deチェックを使えます。 
 

チェック機能を実行するために、ツールバーまたはアドインタブにある［チェック］ボタンをクリックして、以下のダイアログボ

ックスを開きます。 
 

MemsourceのWordファイル（Bilingual DOCXファイル）や TradosのWordファイル（Review DOCXファイル）が開かれて

いる場合には、それぞれの対応するラジオボタンが選択されます。選択する必要はありません。 
 

あとは、通常のチェックと同じように、［開始］ボタンをクリックしてください。 
 

なお、Memsourceや Tradosからのファイルでチェックする場合には、［別ファイルでチェック］のチェックが必ずオンになり

ます。この項目のチェックを外すことができないような仕様になっています。 
 

  
 

また、The翻訳の CSVファイルや Excelで管理する対訳表も読み込んでWordの対訳表を作成できます（第 3章をご覧く

ださい）。様々なファイルでお試しください。 
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4.2 英数字記号の比較 

4.2.1 基本設定 

 

表記の読み替え 

色 deチェックのチェックでは、日本語と英語の表記の違いなどを考慮した比較が可能です。 

以下のように読み替えます。 
 

区分 表記 読み替え後の算用数字 

英語 

１～９９の序数（first, second, third...や 1st, 2nd, 3rd...） 1, 2, 3... 

１～９９の基数（one, two, three...） 1, 2, 3... 

月の名称（January, February, March...） 1, 2, 3... 

月の略称（Jan., Feb., Mar....） 1, 2, 3... 

日本語 
序数に用いられる漢数字（第一～第九十九） 第１～第９９ 

丸数字（①～⑳） 1～20 

 

対応箇所を水色（青信号）でマーキングします。 

 
 

対応が見つからない場合、黄（黄信号）でマーキングします。 

数字を単位とともにチェックします。数字の有無だけを比較するのではありません。 

たとえば、以下のような場合、対応する数値・単位がないので黄（黄信号）でマーキングします。 
 

 
 
 
 
 

上付・下付で対応がない場合には、ピンク（赤信号）でマーキングします。 

上付・下付文字の対応関係を囲み線で示します。対応するものがない場合、ピンク（赤信号）でマーキングします。 
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4.2.2 ユーザー定義ファイルの使い方 

色 deチェックでは、ユーザー定義ファイルを用いて、チェック品質を高めます。翻訳分野・案件によりチェックする視点が

異なるため、ユーザー定義ファイルを用いて、ユーザーの意図に沿ったチェックに設定します。 
 

ユーザー定義ファイルは、［チェック］ダイアログボックスの［オプション］ボタンから開きます。 
 

 
 

  

4.2.2.1 数詞 

「英数字記号の比較」を実行すると、同じ意味なのに原文と訳文とで異なると判定されることがあります。たとえば、漢数字

は序数で使われているもの以外は数字に変換されません。そのため、「一実施形態」に対応する「one embodiment」の比

較において、oneに対応する１が存在しないため oneが黄色でマーキングされてしまいます。 
 

 
 

そこで、必要に応じて漢数字を算用数字に変換して、不必要な黄色のマーキングを減らしていきます。 
 

 
 

上記においては、「英数字記号の比較」の実行時に、ユーザー定義の辞書に基づき文字列を実際に変換します。変換さ

れた部分は赤文字で着色します。 



色 deチェック ユーザーマニュアル （第 4 章） 

 

  45 / 86 

 

 

以下のユーザー定義ファイル（テキスト形式）を用いました。タブ区切りで変換する文字列を指定します。 

変換した文字列は元に戻りませんのでご注意ください。 
 

一実施例[タブ]１実施例 

一つ[タブ]１つ 

 

漢数字の「一」は、数詞以外にも「一致」、「一般」、「一瞬」などで用いられます。そのため別の用語との組み合わせにて数

詞に変換するようにしてください。 
 

英語においてもユーザー定義ファイルに基づき、数詞を数字に変換ができます。 
 

single[タブ]1[改行] 

double[タブ]2[改行] 

triple[タブ]3[改行] 

 

4.2.2.2 英語名称 

英語の名称についても、半角スペースを無視して日本語の文字列と比較します。 

特許明細書でありがちな、英語の「ECU 10」を日本語の「ＥＣＵ１０」と同じものとして扱います。 
 

上記の「ECU」などをユーザー定義ファイルに記載して、自由に設定できます。 
 

4.2.2.3 単位 

たとえば、英文中の「10 kg」と日本文中の「１０ｋｇ」は同じ意味ですが、文字列だけを比較すると別の記載となっています。

英語表記では、10 と kg との間に半角のスペースがあるからです。 
 

そこで、色 deチェックでは、この単位の前の半角スペースを無視して数字と単位を比較するようにしました。 

単位は、ユーザー定義ファイルに書き込んで自由に設定できます。デフォルトで約 200種類登録されていますが、分野に

あわせて追加してください。 
 

 

4.2.3 数詞・単位・英語名称の登録方法 

数詞、単位、英語名称は、オプションダイアログを開かなくても登録できます。 
 

英数字記号のチェックのオプション設定で用いる数詞、単位、英語名称を登録する方法です。 

アドインタブまたはツールバーの[2]ボタンをクリックすると、【2】のツールバーが表示されます。 
 

 

↓ 

 
 

それぞれの登録ボタン（[数詞]、[単位]、[名称]）と編集用にメモ帳を開くボタン（[数詞編集]、[単位編集]、[名称編集]）が

用意されています。 
 



色 deチェック ユーザーマニュアル （第 4 章） 

 

  46 / 86 

 

数詞の登録方法 

文字列を選択したまま登録用ボタンをクリックすると、登録できます。 

例えば、twiceを 2に変換するための登録をします。 
 

twiceを選択した状態で[数詞] ボタンをクリックします。 
 

すると、ダイアログが表示されて、ここに対応する数字を入力します。 
 

 
 

上記のとおり、選択範囲内に半角スペースや改行記号が入っていても、登録時には無視されます。 

以下のメッセージが表示され、[はい] ボタンをクリックすると登録されます。 
 

 
 

[数詞編集] ボタンをクリックすると、数詞用のユーザー定義ファイルをメモ帳で表示します。 

登録した内容を確認できます。 
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英語名称の登録方法 

単位と英語名称は同じように登録できます。 
 

単位 dl（デシリットル）を登録する例で説明します。 

 

登録する単位を選択した状態で、[単位] ボタンをクリックします。 

すると、以下のダイアログが表示されるので、[はい] をクリックします。 
 

 
 

これで登録できました。 

 

登録内容を確認するために、[単位編集] ボタンをクリックします。 

すると、単位のユーザー定義ファイルがメモ帳で開きます。 
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4.2.4 桁区切りコンマを無視する 

桁区切りが挿入されていると数字を正確に比較できないことがあります。［桁区切りコンマ（全・半角）を無視］をオンにする

と、数字の比較時に桁区切りのコンマ（全角と半角）を無視して比較できます。 
 

 
 

以下のように、全角と半角のコンマを除外して数字を比較できます。 
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4.2.4 完全一致 

［チェックオプション］ダイアログボックスの［英数字記号の比較］タブの［原文と訳文の数字の完全一致］ボタンをオンすると、

対応する原文と訳文とで、数字の記載順を含めて完全に一致するか否かを判定できます。 
 

 
 

完全に一致しない場合、表のセルに着色されます。セルの色は、使用しているデザインにより異なりますが、淡い色になり

ます。 
 

 
 

 
 

数字自体は完全に一致しているので青色でのみ着色されていますが、実際には記載順序が異なります。 

よって、セルが着色されて注意を喚起します。 
 

表内の文字をさらに正確にチェックする場合には、表を解除して比較した方がよい場合もあります。 

具体的な方法は、対訳表の作成方法をご覧ください。 
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4.2.5 その他の数字、記号 

［チェック オプション］ダイアログボックスの［詳細設定］タブにて、さらに細かくチェック項目を設定できます。 

デフォルトでは、以下のように［英数字記号のチェック項目に応じて、以下の項目の設定を自動で変更する］がオンになっ

ています。この項目をオフにすれば、ちぇっく項目を個別に変更できます。 

 

 

4.2.5.1 ギリシャ文字 

英文中のギリシャ文字が Symbol フォントで入力されている場合、和文中の Century フォントや MS明朝フォントで入力さ

れたギリシャ文字と比較できません。文字コードが異なるからです。 
 

［ギリシャ文字をチェックする場合、Symbolフォントを Century フォントに変換する］をオンにすると、「英数字記号の比較」

を実行時に対訳表に記載されている Symbolフォントを Century フォントに変換します。この場合、Symbol フォントで入力

されたギリシャ文字と通常の英文や和文フォントで入力されたギリシャ文字を比較できます。 
 

4.2.5.2 ハイフン 

英文ではハイフンやダッシュを様々な表示（文字コード）を用いて入力します。そのため、和文のハイフンと直接比較でき

ないことがあります。 
 

［様々な種類のハイフンを通常のハイフンマイナスに変換する］ボタンをオンにすると、以下のフォントをすべて通常のハイ

フンマイナスに変換します。このことで、様々なハイフンを和文中の全角のハイフンと比較できるようになります。化学式の

比較など、ハイフンの比較が必要な場合に役立ちます。 
 

ハイフン 名称 文字コード

Unicode(16進) 

- Hyphen-Minus （ハイフンマイナス） 002D 

‐ Hyphen 2010 

‑ Non-Breaking Hyphen 2011 

‒ Figure Dash 2012 

– En Dash 2013 

— Em Dash 2014 

― Horizontal Bar 2015 

⁃ Hyphen Bullet 2043 

− Minus Sign 2212 

 

また、Wordの機能である「改行しないハイフン（non-breaking hyphen）」も通常のハイフンマイナスに変換します。 
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4.2.5.3 クォーテーション 

英文のクオーテーションにも様々な文字コードが使われています。 
 

［シングルクォーテーション、ダブルクォーテーションをそれぞれ 1種類に変換する］ボタンをクリックすれば、和文中の全角

のクォーテーションと比較できるようになります。 
 

4.2.5.4 西暦・和暦 

契約書によく記載される和暦は、番号だけでは西暦と比較できません。 
 

［明治元年～平成 32年を西暦に変換する］ボタンをクリックすると、以下のように和暦を赤文字で変換しチェックします。 
 

・・・（昭和 38 年大蔵省令第 59 号）をいう。 ...(Finance Ministry Ordinance No. 59, 1963). 

・・・（平成 3 年法律第 77 号）をいう。 ...(Act No. 77, 1991) 

① 2014 年 3 月 28 日時点において (1) as of March 28, 2014 

 
 

・・・（1963 年大蔵省令第 59 号）をいう。 ...(Finance Ministry Ordinance No. 59, 1963). 

・・・（1991 年法律第 77 号）をいう。 ...(Act No. 77, 1991) 

① 2014 年 3 月 28 日時点において (1) as of March 28, 2014 

 

4.2.6 比較対象の選び方（分野別：特許、法務、医薬、化学） 

推奨する設定を示しました。お試しください。 
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4.2.7 数字チェックの高速化 

［チェック］ダイアログボックスにおいて、［高速］ボタンを追加しました。 

このボタンをクリックすると、下図のとおり設定が変更されます。数字のみのチェックができます。 
 

 
 

この場合、原文と訳文に記載されている数字の出現頻度を比較します。 

チェック結果は以下の通りとなります。 
 

出現頻度が同じ数字：着色なし 

出現頻度が異なる数字：対象となる数字をすべて黄色で着色 

片方にしか出現しない数字：赤色で着色 
 
 

原文 訳文 

first, second, third,  第一、第一、第二、第三、第四 
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4.2.7 蛍光ペンの色の設定 

［チェック オプション］ダイアログボックスの［英数字記号の比較］タブで設定できます。 

デフォルトでは以下のように設定されていますが、プルダウンメニューで自由に変更できます。 
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4.3 用語集での比較 

表の対応するセル中に、用語辞書（タブ区切りの用語集）の言葉が記載されているのかどうかを判断します。 
 

  
 

4.3.1 用語集の作り方 

用語集には、タブ区切りで用語を記載します。 
 

vehicle[タブ]車両[改行] 

 

この場合、「vehicle」と「車両」がそれぞれ表の対応するセルに記載されているのかどうか確認します。片方だけが記載さ

れている場合、その語句を指定された蛍光ペンの色（上図では赤色）で着色します。 
 

なお、【3】ツールバーの [用語編集] ボタンをクリックするとデフォルトの用語集を開くことができます。 
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4.3.1 チェック結果例 

以下の用語集を用いて用語チェックをします。 
 

原文 訳文 

shunt シャント 

shunt resistor シャント抵抗器 

shunt resistance シャント抵抗 

 

原文⇔訳文で双方向に判定をし、間違いがある部分を黄色で着色しました。 
 

以下の通り、用語が完全に一致した場合にのみ、正しい用語の適用と判定されます。部分的に一致している用語（例

えば、「シャント抵抗器」内の「シャント抵抗」、「shunt resistor」内の「shunt」）の誤判定を回避できます。 
 

shunt シャント抵抗、シャント 

shunt シャント抵抗器 

shunt resistor シャント抵抗、シャント 

shunt resistance シャント抵抗器 

 

4.3.2 Excel ファイルを用語集に利用 

デフォルトの用語集以外に、３つの用語集（Excel、Word、テキストファイル）を読み込むことができます。 
 

Excelファイルを用語集として選択した場合、シート 1の A列と B列から用語集を読み込みます。読み込みの開始行を 1

行目か 2行目か指定できます。 
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4.4 キーワードのマーキング 

テキストファイルにキーワードを列挙します。指定した色でマーキングをします。 
 

デフォルトのキーワード集以外に、３つのテキストファイルを登録できます。 

ワイルドカードを用いれば、不要な半角スペースをマーキングしたりできます。 
 

 
 
 

同じ意味の単語を同じ色でマーキングする場合、以下のように登録できます。同じ意味の言葉が表の対応するセルに記

載されているのかを確認する場合に用います。 
 

複数[改行] 

multiple[改行] 

plurality[改行] 

two or more[改行] 

 

4.4.1 ワイルドカードの活用 

ワイルドカードを用いれば、より高度なチェックが可能になります。 
 

シングルスペースの英文の表記チェックに以下のようなキーワードをチェックします。 
 

[.\!\?] [a-z] 

[a-zA-Z0-9] [,.\!\?] 
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4.4.2 文字化けのチェック 

［文字化けチェック］をオンにすると文字化けの可能性のある箇所を着色できます。 
 

4.4.3 キーワードのチェックとコメント入力 

同梱した JTFスタイルガイド.xls を用いて JTFの日本語表記用のスタイルガイドをカスタマイズすれば、日本語表記のチェ

ックが可能になります。コメント挿入機能を用いて、チェック結果を有効活用します。 
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同梱されている Excelファイル（JTF スタイルガイド.xls）にて、以下の設定ができます。 
 

 

 

 項目名 内容 

A列 対象 チェックする語句を指定します 

B列 コメント チェックする語句が見つかった場合に挿入するコメントを指定します 

C列 検索オプション 検索条件を指定します 

［検索オプションの設定方法］シートに記載方法が書かれています 

空欄の場合、「半角と全角を区別する」をオンにして検索します 

D列 適用 A列の対象をチェックするか否かを指定します  

○か×を入力します。空欄の場合、×と見なします。 

 

C列の検索オプションは、［検索オプションの設定方法］タブに記載されたとおりできます。 

たとえば、大文字と小文字だけを区別してキーワードを検索する場合には、C列に「PM2」と記入します。 
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また、同梱した Excelファイル以外も利用できます。 
 

Excelファイルの Sheet 1の 2行目以降に情報を記載してください。最低限必要な情報は、A列と D列です。A列にキーワ

ード、D列に「○」を記載すれば、チェックできます。 
 

スタイルガイド以外にも、クライアントから指定された用語を登録してチェックできます。 
 

 

 

  



色 deチェック ユーザーマニュアル （第 4 章） 

 

  60 / 86 

 

［コメント挿入」がオンの場合 

Excelファイルの A列の文字列が見つかった場合、対応する B列に記入したコメントを挿入します。 
 

 
 

 
 

［コメント挿入］がオフの場合 

選択した蛍光ペンの色で着色します。 

 

 
 
 



色 deチェック ユーザーマニュアル （第 5 章） 

 

  61 / 86 

 

5. 整合 

色で整合するから、ゲーム感覚で素早く正確に対応付けができます。 
 

原文と訳文の内容を色で把握して、整合に生かします。蛍光ペンを使って整合のずれを目で確認できるので、素早い整

合作業が期待できます。 
 

  
 
 

5.1. 整合のルール 

ツールバー又は［アドイン］タブの［整合］ボタンをクリックすると以下のダイアログが開きます。 
 

 
 

［開始］ボタンをクリックして整合を開始します。句点、ピリオド等で段落の文章を区切ります。 
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区切りの除外方法 

［整合］ダイアログボックスの［オプション］ボタンをクリックすると、以下の［整合 オプション］ダイアログボックスが開きます。 
 

英文においては、ピリオドでもMr. のようなピリオドは文末を意味しません。そこで、通常の文末のピリオドと省略記号のピリ

オドを区別するために、以下のダイアログに登録します。 
 

 
 

5.2 セルの操作 

「色 deチェック」では自動で文章を区切りますが、正確に区切れない箇所があります。そのような場合、文章を分割したり

結合したりして調整します。 
 

ツールダイアログボックスの下側にあるボタンで操作します。 

整合で用います。 
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[分割] ボタン 

整合中、１つの原文が２文に分けて訳されていた場合に、原文を２文節に分ける場合などに用います。 
 

以下の例では、原文と訳文を読むまでもなく、色のズレと分節の長さから１つの分節の原文が２文節に分けられていること

がわかります。 
 

カーソルを、分割する文字に合わせます。分割するポイントにおいてもかまいませんが、マウスでカーソルを移動する場合

には細かな位置調整ができませんから、単語内においておけばよいでしょう。 
 

 

 
カーソルが置かれていた単語の直前でセルが分割されました。 
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[結合] ボタン 

整合中、１つの原文が２文に分けて訳されていた場合、訳文を１つの分節にまとめる場合に用います。 

結合する上側のセルの任意の位置にカーソルを置いて実行します。 
 

以下の例では、原文と訳文を読むまでもなく、色のズレと分節の長さから１つの分節の原文が２文節に分けられていること

がわかります。 
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[挿入] ボタン 

カーソル位置にセルを追加します。 
 

追加したい場所にカーソルを合わせて実行します。 

カーソルが置かれている列にだけ１行（セルを１つ）追加します。 
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[削除] ボタン 

カーソルが置かれているセルを削除します。 
 

 

 
 

カーソルが置かれているセルの下のセルが上に移動します。 
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[入替] ボタン 

日本語と英語で記述の順序が変わることがあります。そのようなときに、前後でセルの内容を入れ替える必要があります。 
 
 

 

 

 
 

[空のセルへジャンプ] ボタン 

原文と訳文の数がずれると必ず前後に空のセルが生じます。 

そのセルの前後では調整が必要になるので必然的にカーソルを移動させる必要があります。 

また、カーソルを移動させた後、必ずそのセルを削除します。 
 

よって、 

（１）カーソルを空のセルへ移動 

（２）移動先のセルの削除 

の２ステップを自動的に実行するのが、このボタンです。 
 

以下のようなよくある状況を想定してみましょう。 

ずれが生じていますので、まず、カーソル位置のセルとその下のセルを「結合」します。 

 

 

 
結合後に気になるのは、左下の空のセルです。 
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そこで、この[空のセルへジャンプ] 機能の出番です。実行します。 
 

 

 
カーソルが左下の空のセルに移動し、その空のセルが削除されました。 

 
 

詳しい使い方は、整合作業の動画解説（http://goo.gl/6gPpfi）をご覧ください。 
 
 
 

  

http://goo.gl/6gPpfi
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5.3 整合作業の高速化 

高速な処理のために、パソコンの性能にあった表の大きさにする必要があります。 

対訳表を適度な大きさに分割してみましょう。 
 

作業が終わったら、元に戻すことができます。 
 

対訳表の操作 

対訳表の操作用の機能があります。 
 

  
 

【表分割】機能 

表の行数が多い場合、パソコンの性能によっては対訳表の操作がもたつくことがあります。 

例えば、セルを分割したり結合したりするときに、一瞬で操作が終わらないということです。 
 

このような場合には、1つの対訳表を複数に分割すると、処理速度が向上します。 
 

【表結合】機能 

分割した表を元に戻して、1つの対訳表にします。 
 

【行削除】機能 

カーソル以降の行をすべて削除します。 
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特許明細書 図面の説明での整合 

同じ段落番号内に複数の段落がふくまれると、チェック作業が困難になります。特許明細書でありがちな、以下のような場

合に整合する方法です。 
 

 
 

分割するセルにカーソルを置いて、赤枠内の対応するボタンをクリックします。 
 

 
 

まず、左側の原文を分割します。日本語の明細書なので、［【図●】で分割］ボタンをクリックします。その後、右側の訳文を

分割します。英語であり、[FIG. 1]などがあるので、［[FIG. ●]で分割］ボタンをクリックします。 
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ショートカットキーの活用 

セルの分割、結合、挿入、削除、入替や、空のセルへのジャンプ、キーワードの一括着色をショートカットキーでやりやすく 

整合に必要なあらゆる機能をショートカットキーで実行できます。さらに、ショートカットキーを登録できるゲーミングマウスを

利用すれば、マウス操作だけですいすい整合作業が進みます。まさしくゲーム感覚の楽しさです。 

 

こちら（http://goo.gl/6gPpfi）をご覧ください。 
 
 

http://goo.gl/6gPpfi
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6. その他の機能 

 

6.1. 用語集の作成 

色 deチェックは、用語集作りにも適しています。３ステップで用語集に語句を登録できます。 

 

１．訳文の文字列の選択 

まず、文字列を選択します。以下の例では、「車両」を選択しました。ここで、この選択されている文字列をコピーします。 

ショートカットキーの[Ctrl] + [C] が便利です。 

 

 

２．原文の文字列を選択 

次に、対応する原文の「vehicle」を選択します。 
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３．登録ボタンをクリック 

登録用のボタンは 2つあります。いずれかをご利用ください。 
 

【ボタン１】 

アドイン（またはツールバー）の [ツール] ボタンをクリックして [色 deチェック：ツール] ダイアログボックスを起動します。 

 

 
[蛍光ペン+用語集への登録] タブの[蛍光なし] ボタンをクリックします。 
 

 
 

【ボタン２】 

ツールバーの[3] ボタンをクリックして表示される【3】のツールバーの[用語] ボタンでも同じことができます。 
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すると、確認ダイアログが表示されます。 
 

 
 

クリップボードに保存された文字列と、文書で選択されている文字列とがペアで表示されます。 

[はい] ボタンをクリックします。 
 

これで登録ができました。 
 
 

登録した用語集の確認 

以下、3つの方法で登録した用語集をメモ帳で開くことができます。 
 

【方法１】 

色 deチェック：ツールの[用語編集] ボタンをクリックすると、登録された内容を確認できます。 
 

 

 

 
 

開きました！以下のようになっています。 
 

vehicle[Tab]車両[改行] 

  



色 deチェック ユーザーマニュアル （第 6 章） 

 

  75 / 86 

 

【方法２】 

ツールバーの [用語編集] ボタンをクリックしても同じファイルが開きます。 

 
 

【方法３】 

[色 de チェック：チェック オプション] ダイアログボックスの[用語集での比較] タブの [編集] ボタンをクリックしても同じフ

ァイルが開きます。 
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6.2 用語集作成の便利な機能 

6.2.1 用語集の登録と同時に蛍光ペンでマーキング 

 [色deチェック：ツール] ダイアログボックスの[蛍光ペン+用語集への登録] タブのボタンを使えば、登録と同時に蛍光ペ

ンでマーキングできます。 
 

同じペアの語句をマーキングすれば、訳抜けのチェックにもなりますね。 
 

 
 

[用語・蛍光] ボタンは、上記ツールダイアログボックスの[選択色] ボタンに対応しています。 

用語を登録して、現在 Wordで選択されている蛍光ペンで着色します。 
 

 
 

現在紫色が選択されています。結果、以下のようにマーキングされます。 
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6.2.2 手順をカスタマイズできます。 

原文と訳文での文字列の選択の順序ですが、ヘルプダイアログで設定を変更できます。 
 

デフォルトでは、上記の通りの手順ですが、逆の順番にできます。 
 

つまり、最初に原文の文字列をコピーして（クリップボードに保存して）、その後、訳文の文字列を選択してから用語ペアを

保存する、ということです。 
 

アドインまたはツールバーの [?] ボタンをクリックして開く以下のダイアログで設定してください。 
 

 
 

対応する文字列を選択して用語集（グロッサリー）をためていきます。テキストファイルにタブ区切りで保存されます。 

チェック時の「用語集によるチェック」に活用することもできますし、納品時にお客様に提供する資料としても活用できます。 
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6.3 文字列のマーキング 

アドインタブ（またはツールバー）の[ツール] ボタンをクリックすると以下のダイアログボックスが表示されます。 
 

 
 

文字列を選択してこのマクロを実行すると、文章中の全てのその文字列をマーキングします。 
 

蛍光ペンの色やフォントの色を指定してマーキングできます。 
 

【蛍光ペン】 

以下、蛍光ペンでマーキングをする画面です。 

 
 

 

[数字] ボタン： 

現在 Word で選択されている蛍光ペンの色により、本文中の数字（英語の基数、序数も含む）をマーキングします。文字列

を選択して実行する必要はありません。 
 

[全解除] ボタン： 

本文中の蛍光ペンを全て解除します。文字列を選択して実行する必要はありません。 
 

[選択色] ボタン： 

現在Wordで選択されている蛍光ペンの色により、マーキングをします。 
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[解除] ボタン： 

文字列を選択して実行すると、本文中にあるすべてのその文字列の蛍光ペンが解除されます。 
 

例：蛍光ペンで着色します。 

カーソルを単語の上に置いて、いずれかの色のボタンをクリックします。 
 

 
 

水色のボタンをクリックすると、選択範囲が「単語」（Wordが識別する単語です）の範囲で拡大されて、本文中の他の箇所

の単語も一緒に水色の蛍光ペンでマーキングされます。 
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Wordの蛍光ペンの色でピンクが選択されている場合に、[数字] ボタンをクリックすると、本文中の数字が全てピンクの蛍

光ペンでマーキングされます。 
 

 
 

マイクロソフトと Microsoft をそれぞれ青くすれば、これだけで全体の対応関係が見えます。 
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【フォント色】 

以下、フォントの色を変えてマーキングをする画面です。 
 

 
 

[数字] ボタン： 

本文中の数字（英語の基数、序数も含む）を全て赤文字にします。 
 

[全て自動] ボタン： 

本文中のフォントの色をすべて「自動」にします。 
 

[自動] ボタン： 

文字列を選択して実行すると、本文中にあるすべてのその文字列のフォントの色が「自動」になります。 
 
 

例としていくつかフォントの色を変更してみました。 
 

 
 

整合作業での利用例は、リンク先（http://goo.gl/6gPpfi）の２つの動画（「整合（アラインメント機能）」と「ゲーミングマウス

を使って楽しく整合！」）をご覧ください。 

  

http://goo.gl/6gPpfi
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6.4 原文ファイルと訳文ファイルへのジャンプ 

対訳表から原文と訳文のファイルを開き、対応箇所にジャンプできます。 

特許文書にて段落番号を用いて対訳表を作成する場合、カーソルが置かれた段落にジャンプできます。 
 

2 列の対訳表にのみ対応しています。 

 

特許文書の場合 

対訳表でカーソルを原文側か訳文側に置きます。下図では訳文側にカーソルが置かれています。 

 
 

ボタンをクリックします。 
 

 
 

訳文ファイルが開き、対応する段落番号の隣にカーソルがジャンプします。 
 

 

原文側（左側）にカーソルを置いて実行すると、原文ファイルが開きます。 
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一般文書の場合 

対訳表でカーソルを原文側か訳文側に置きます。下図では訳文側にカーソルが置かれています。 

 
 

ボタンをクリックします。 

 
 

訳文ファイルが開き、文書の先頭にカーソルがジャンプします。 
 

 
 

訳文ファイルが既に開かれている場合には、訳文ファイルが表示されます。カーソルは移動しません。 

原文側（左側）にカーソルを置いて実行すると、原文ファイルが開きます。 
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7.その他 

7.1 過去の資産を翻訳に活用 

翻訳資産の運用機能はついていません。 

翻訳メモリ機能や、Wordファイルの串刺し検索機能はついておりません。他の翻訳ソフト（翻訳メモリソフトなど）の機能を

ご利用ください。 
 

翻訳ソフト以外でも、対訳表の Word ファイルをテキスト形式にして保存すれば、テキストエディタの Grep検索で内容を検

索できます。また、KWIC Finderなどのシェアウェアを使えば、Word ファイルの串刺し検索もできます。KWIC Finderは、

Word との連携もできますので、おすすめします。ブログの関連記事「【Wordマクロ 】KWIC FinderをWordから操作する」

（http://ameblo.jp/gidgeerock/entry-11499613860.html）をご覧ください。 
 

翻訳資産として手元にデータを蓄積していくことが重要です。今後の技術進歩にて、データ解析やデータの読み込みなど、

データの取り扱いはどんどん便利・廉価になってきます。そのため、良質な翻訳データを蓄積しておけば、自分（自社）を

他者（他社）から差別化できるようになります。色 deチェックは、この差別化のための翻訳データ作成を支援をするソフトで

す。 

 

 

  

http://ameblo.jp/gidgeerock/entry-11499613860.html
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7.2 ユーザーの声 

女性 中国語翻訳者 

中国語の場合、原文がデータ形式で配布されることがまだ少ないので、 色 deチェックが使える案件は今のと

ころ限定的ですが、ネット上などに原文が 公開されている場合は、それをデータ原稿に加工する手間を入れ

ても、チェックに要する時間は以前よりかなり短縮され、見落としも大幅に減りました。 素晴らしいソフトです！ 

 

翻訳会社勤務（チェッカー） 30代女性 

対訳表で直感的な作業ができるため、使い初めの混乱や違和感がありませんでした。 

 

チェック精度が上がりました（目視によるチェッカー作業後のファイルにも何件か使用して検証しました）。ノウ

ハウを注ぎ込んで、さらにニーズに合うチェック作業ができるよう、成長させていきたいと思います。 

 

特許翻訳者（弁理士） 女性 ＹＮ 

当時（2009年）は「日英比較表の作成マクロ」として提供されており、すぐに使い始め、長年愛用させて頂いて

おりました。色 deチェックは体験版を試用後、申込みました。 

 

従来の「日英比較表の作成マクロ」は実施形態の比較表作成機能のみでしたが、色 deチェックではクレーム

の比較表、さらには、一文ごとの比較表も作成してくれます。翻訳チェックの効率が大幅にアップしました。ま

た、符号を比較チェックする機能は純粋にコンピュータが行う作業なので、翻訳のチェックをすべて人手に頼

らなくてよくなりました。 
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参考情報 

連絡先 

エヌ・アイ・ティー株式会社 新田順也 （info@n-i-t.jp） 
 

動作環境 

以下の環境で動作の確認をしました。 

64bit版の Officeでは動作確認をしておりません。 

ご購入を検討される前に、体験版で十分に動作をご確認ください。 
 
Windows Vista 
Windows 7 
Windows 8 
 
Word 2003 (32bit) 
Word 2007 (32bit) 
Word 2010 (32bit) 
Word 2013 (32bit) 
 

おすすめアドイン 

・ぱらぱら（http://www.para2translation.com/） 

 一括置換による翻訳の支援ソフト「ぱらぱら」の使い方の解説、ユーザー登録などができます。 
 

・頻度のヒント（http://wordfreq.weebly.com/） 

 Word文書中で語句の使用頻度を確認できます。ぱらぱらの辞書作りにご活用下さい。 
 

・山猫の手（http://www.yamanekonote.com/） 

 上書き翻訳の必須ツールです。置換ダイアログボックスを徹底強化しました。 
 

・ホントのフォント（http://ameblo.jp/gidgeerock/entry-10578171838.html） 

 Word文書中のフォントの情報（使用されるフォントサイズ、書式、蛍光ペンの色）を調べます。 
 

・右クリックで Google！（http://www.word2websearch.net/） 

 Word用の無料アドインです。Word文書から右クリックで Googleのオプション検索ができます。ユーザー登録もできます。

是非ご利用下さい。 
 

作者の管理するサイト・サービス 

・エヌ・アイ・ティー株式会社（http://www.n-i-t.jp/） 

 作者の会社です。 
 

・ワードマクロ研究所（http://www.wordvbalab.com/） 

 ワードマクロを用いた仕事のデザイン方法を提案しています。 

 

・みんなのワードマクロ ブログ（http://ameblo.jp/gidgeerock/） 

ワードマクロに関する情報（プログラムのコードと解説、書籍紹介、ウェブサイト紹介など）を公開しています。 
 

【みんなのワードマクロ】メルマガ（http://www.mag2.com/m/0001007563.html） 

マクロテンプレートの更新情報や上記ブログの内容を月に１回発信します。 
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